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■
専
決
処
分
の
報
告

町
立
保
育
所
を
他
の
地
方

公
共
団
体
の
住
民
に
利
用
さ

せ
る
こ
と

契
約
の
相
手
方

高
知
市
長
　
岡
�
誠
也

契
約
年
月
日

平
成
20
年
9
月
1
日

契
約
期
間

平
成
20
年
9
月
1
日
か
ら

平
成
20
年
10
月
31
日

高
知
市
在
住
の
保
育
を
必

要
と
す
る
児
童
を
大
崎
保
育

所
へ
入
所
さ
せ
る
た
め
。

■
平
成
19
年
度
一
般
会
計

決
算
の
認
定

問
　
橋
本
眞
一
議
員

8
月
31
日
の
防
災
訓
練

で
、
吾
川
、
仁
淀
の
議
員
に

は
案
内
が
あ
り
、
池
川
の
議

員
に
は
な
か
っ
た
。

答
　
総
務
課
長

消
防
行
政
は
方
面
隊
で
行

っ
て
お
り
、
把
握
で
き
て
な

か
っ
た
。
今
後
は
連
絡
を
取

っ
て
い
く
。

問
　
福
原
克
彦
議
員

自
主
防
災
組
織
活
動
補
助

金
１
８
０
万
円
の
内
容
は
。

何
世
帯
で
加
入
で
き
る

か
。

答
　
総
務
課
長

去
年
は
3
地
区
で
、
自
主

防
災
の
資
材
購
入
に
1
組
織

60
万
円
の
補
助
。
1
組
織
を

作
れ
ば
加
入
で
き
る
。

問
　
福
原
議
員

20
年
度
に
新
た
な
組
織
の

予
定
は
。

答
　
総
務
課
長

吾
川
で
14
、
池
川
で
6
、

仁
淀
で
5
地
区
立
ち
上
げ
る

予
定
。

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 5 回（ 9 月）定例会－

8月31日、町内3地区で防災訓練が行われた（寺村）
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人　　件　　費
扶　　助　　費
公債費（借金返済）
建設事業費（災害復旧を含む）
物　　件　　費
維 持 補 修 費
積　　立　　金
投資及び出資金
繰　　出　　金
補　　助　　費

11億4793万
2億4285万
13億3728万
18億7476万
10億1184万
5881万

7億7246万
20万

5億9460万
5億2014万

土 木 費 7億3026万
消 防 費 5億6161万
教 育 費 4億 520万
災害復旧費 3億7984万
公 債 費（借金返済） 13億3728万
諸　　　　費 7億7366万

平成19年度一般会計歳入歳出決算 （万円未満四捨五入）決算書より抜粋

（区分） （金額）
1、歳 入 総 額
2、歳 出 総 額
3、歳入歳出差引額
4、翌年度へ繰越すべき財源
5、実質収支額

78億 192万
75億6087万
2億4105万
5188万

1億8917万

（単位：円）

（万円未満四捨五入）（単位：円）
町　　　　　税
地 方 交 付 税
地 方 譲 与 税
分担金・負担金
国・県支出金
町債（借金）
諸　　収　　入
そ　　の　　他

6億2172万
35億9747万
1億1480万
6033万

15億 496万
7億7590万
2億3622万
8億9052万

おもな歳入

地方地方�
交付税交付税�
46.1％�

地方�
交付税�
46.1％�

地方譲与税�
1.5％�

分担金及負担金 0.8％�
町債（借金）�
9.9％�

諸収入�
3％�

その他の他�
11.4％�

国・県支出金県支出金�
19.3％�

その他�
11.4％�

国・県支出金�
19.3％�

町税�
8％�

議 会 費 5436万
総 務 費 9億7844万
民 生 費 11億2372万
衛 生 費 3億7789万
農林水産業費 7億9465万
商 工 費 4396万

（万円未満四捨五入）（単位：円）おもな歳出

性質別 性質別

公債費公債費�
17.7％�

人件費人件費�
15.1％�物件費物件費�

13.4％�

公債費�
17.7％� 扶助費�

3.2％�
人件費�
15.1％�

建設事業費�
24.8％�

物件費�
13.4％�

維持補修費�
0.8％�

繰出金繰出金7.9％�

積立金積立金10.2％�

繰出金7.9％�

積立金10.2％�

補助費6.9％�
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問
　
西
森
常
晴
議
員

ゴ
ミ
収
集
委
託
料
で
、
19

年
度
の
入
札
は
、
予
定
価
格

が
２
２
８
４
万
円
で
、
１
２

４
９
万
５
０
０
０
円
の
低
価

格
で
落
札
。
20
年
度
は
、
予

定
価
格
２
２
５
７
万
５
０
０

０
円
で
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で

同
じ
業
者
が
２
１
４
２
万
円

で
か
な
り
高
額
で
落
札
し
て

い
る
が
。

答
　
町
長

19
年
度
は
、
初
め
て
の
入

札
で
、
費
用
の
算
出
割
合
が

分
か
ら
な
い
面
も
あ
り
、
損

失
も
出
て
20
年
度
は
金
額
が

上
が
っ
た
と
思
う
。

問
　
西
森（
常
）議
員

燃
料
の
価
格
変
動
に
は
ど

う
対
応
す
る
か
。

答
　
町
民
課
長

金
額
の
変
更
の
明
記
は
な

い
。

問
　
野
村
安
夫
議
員

地
域
長
、
区
長
報
酬
は
変

わ
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
総
務
課
長

地
域
長
報
酬
は
、
均
等
割

が
20
万
円
、
一
世
帯
に
つ
き

３
０
０
円
。
区
長
は
、
均
等

割
3
万
５
０
０
０
円
、
世
帯

割
３
０
０
０
円
、
各
世
帯
へ

配
布
文
書
が
あ
り
高
く
な
っ

■
平
成
19
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認

定
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
11

億
２
６
１
４
万
円
、
歳
出
総

額
10
億
９
４
４
９
万
円
、
差

引
３
１
６
５
万
円
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
19
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
直
診
大
崎

診
療
所
勘
定
決
算
の
認
定

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
2

億
２
２
３
２
万
円
、
歳
出
総

額
2
億
２
１
７
９
万
円
、
差

引
53
万
円
。

問
　
岡
田
良
成
議
員

窓
口
業
務
の
委
託
と
、
町

職
員
は
従
事
し
て
い
る
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

委
託
先
か
ら
内
科
2
人
、

歯
科
1
人
、
電
子
カ
ル
テ
業

務
で
町
職
員
が
1
人
。
4
人

体
制
で
行
っ
て
い
る
。

問
　
岡
田
議
員

電
子
カ
ル
テ
は
、
委
託
先

が
や
る
べ
き
で
は
。

委
託
の
職
員
は
町
外
か
ら

何
人
来
て
い
る
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

電
子
カ
ル
テ
は
医
師
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
指
示
に
従

っ
て
職
員
が
行
っ
て
い
る
。

受
託
で
き
な
い
と
回
答
が
あ

っ
た
。

町
内
が
1
人
、
町
外
が
2

人
。

問
　
岡
田
議
員

委
託
料
は
3
人
で
１
２
０

０
万
円
程
で
高
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
あ
る

と
聞
く
が
把
握
し
て
い
る

か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

委
託
先
と
話
し
合
い
、
方

向
を
考
え
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
聞
い

て
い
る
。
今
後
は
サ
ー
ビ
ス

面
に
配
慮
し
て
、
不
快
感
な

ど
与
え
な
い
よ
う
指
導
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
　
大
原
儀
郎
議
員

52
万
６
０
０
０
円
の
黒
字

だ
が
、
繰
入
金
が
４
７
３
４

万
８
０
０
０
円
あ
る
。
赤
字

で
は
な
い
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

実
質
３
７
０
０
万
円
を
医

療
診
療
分
で
繰
入
れ
し
て
い

る
。

（
可
決
　
全
員
）

ゴミ収集委託料、19年度は予定価格の55％で落札。20年度は95％で落札、
町内の環境美化に貢献している（川渡）

窓口業務を4月から民間委託としている大崎診療所

て
い
る
。

（
可
決
　
全
員
）
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■
平
成
19
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
決
算
の
認
定

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
17

億
５
１
６
０
万
円
、
歳
出
総

額
17
億
７
２
４
７
万
円
、
差

引
２
０
８
７
万
円
不
足
と
な

り
翌
年
度
歳
入
繰
上
充
用
金

を
持
っ
て
不
足
額
を
補
填
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
19
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
11

５
０
８
３
万
円
、
歳
出
総
額

11
億
１
６
８
５
万
円
、
差
引

３
３
９
８
万
円
。

問
　
大
原
議
員

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
が
ど
の
会
計
に
も
あ
る
。

毎
年
繰
り
出
し
が
当
然
と
な

っ
て
は
困
る
。
繰
出
金
を
控

え
る
の
は
担
当
職
員
の
仕
事

と
思
う
。
改
善
の
努
力
を
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
は
費
用
額
の

定
め
ら
れ
た
金
額
の
繰
り
入

れ
で
、
赤
字
繰
入
で
は
な
い
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
19
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
1

億
１
１
０
２
万
円
、
歳
出
総

額
1
億
４
３
３
万
円
、
差
引

６
６
９
万
円
。（

可
決
　
全
員
）

■
平
成
19
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

の
認
定

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
６

２
２
８
万
円
、
歳
出
総
額
６

１
１
８
万
円
、
差
引
１
１
０

万
円
。

（
可
決
　
全
員
）

■
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
議
員
報
酬
の
支
給

方
法
が
、
他
の
行
政
委
員
会

の
委
員
等
と
異
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、

新
た
に
独
立
し
た
条
例
を
制

定
す
る
も
の

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
2
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

1
億
６
９
１
０
万
２
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
70
億
３
４
６
８
万
４

０
０
０
円
と
す
る
。

主
な
補
正
は
共
聴
施
設
デ

ジ
タ
ル
化
支
援
事
業
費
補
助

金
２
１
４
４
万
８
０
０
０

円
、
蕨
谷
地
区
と
宗
津
地
区

の
家
庭
用
給
水
施
設
整
備
補

助
金
２
０
９
万
円
、
ゆ
の
森

の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
大
広
間
、

風
呂
、
外
装
等
の
改
修
実
施

設
計
委
託
料
３
２
０
万
円
、

平
成
19
年
度
決
算
額
の
確
定

に
伴
い
、
一
般
会
計
決
算
剰

余
額
の
2
分
の
1
を
財
政
調

整
基
金
へ
、
積
立
金
1
億
２

０
６
０
万
円
。

問
　
福
原
議
員

防
災
対
策
費
で
、
決
算
の

質
問
時
に
、
20
年
度
は
25
地

区
が
防
災
組
織
設
置
の
予
定

と
聞
い
た
が
、
当
初
予
算
は

１
８
０
万
円
だ
。

6
月
の
一
般
質
問
で
検
討

す
る
と
前
向
き
の
答
弁
で
期

待
し
て
い
た
が
反
映
さ
れ
て

な
い
。
当
然
今
議
会
で
追
加

す
べ
き
で
は
。

答
　
総
務
課
長

当
所
、
3
地
区
の
予
定
が
、

呼
び
か
け
で
22
地
区
追
加
と

な
っ
た
が
、
県
の
補
助
金
は

2
分
の
1
で
い
く
ら
で
も
付

く
わ
け
で
は
な
く
、
当
初
は

予
定
の
3
地
区
を
計
上
。

県
全
体
の
枠
も
あ
る
が
、

25
地
区
を
要
望
し
て
い
く
。

◎
反
対
討
論
　
片
岡
議
員

「
ゆ
の
森
」
改
造
計
画
は
、

8
月
23
日
に
全
員
協
議
会
時

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
資

料
に
は
改
造
計
画
と
多
目
的

施
設
の
建
築
が
載
っ
て
い

る
。関

連
し
て
い
る
も
の
で
、

今
議
会
の
補
正
に
３
２
０
万

円
の
実
施
設
計
料
が
あ
る
。

こ
の
短
時
間
で
は
判
断
は
難

し
い
。

今
、
住
民
は
諸
々
の
値
上

げ
で
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
住
民
が
望
む
改

造
計
画
で
あ
る
か
ど
う
か
、

考
え
る
時
間
も
必
要
で
あ
り

反
対
で
あ
る
。

◎
賛
成
討
論
　
西
森（
常
）議

員
た
だ
「
ゆ
の
森
」
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
施

設
は
黒
字
を
存
続
す
る
た
め

必
ず
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要

で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

（
可
決
　
多
数
）

■
平
成
20
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
１
６
４
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
11
億
２
０
８
０
万
９
０
０

０
円
と
す
る

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
直
診
大
崎

診
療
所
勘
定
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
金

額
は
0
円
で
、
歳
入
、
一
般

診
療
収
入
１
５
２
万
８
０
０

０
円
の
減
額
、
繰
越
金
の
確

定
に
よ
り
52
万
８
０
０
０
円

の
補
正
、
諸
収
入
で
医
療
事

故
に
伴
う
賠
償
責
任
保
険
金

１
０
０
万
円
の
補
正
。

歳
出
で
は
財
源
更
正
を
す

る
も
の
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
７
３
５
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億
５

６
２
５
万
円
と
す
る

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
６
９
万
１
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
億
４
２
５
２
万
５
０
０
０

円
と
す
る

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

59
万
１
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

７
０
０
万
４
０
０
０
円
と
す

る

（
可
決
　
全
員
）



契
約
金
額
　
６
３
７
９
万
８

０
０
０
円

契
約
の
相
手
方
　
㈱
晃
立

議
決
に
付
す
べ
き
、
５
０

０
０
万
円
以
上
の
請
負
契
約

で
あ
り
、
入
札
は
7
月
7
日

に
町
内
の
8
業
者
で
行
っ
た
。

問
　
西
森
常
晴
議
員

予
定
価
格
７
５
９
５
万
円

は
、
入
札
前
に
業
者
に
周
知

し
て
い
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長

予
定
価
格
は
町
長
が
決
定

し
、
入
札
会
場
で
開
封
、
当

然
業
者
は
知
ら
な
い
。
公
表

は
請
負
対
象
額
で
、
予
定
価

格
は
公
表
し
て
い
な
い
。

問
　
西
森（
常
）議
員

最
低
制
限
価
格
は
財
務
規

則
で
3
分
の
2
か
ら
10
分
の

8
ま
で
だ
が
、
町
長
の
意
図

は
。

答
　
町
長

格
別
意
図
は
な
い
。
昨
今

の
工
事
を
見
て
も
、
非
常
に

物
価
が
高
く
な
り
、
80
％
で

引
き
合
い
に
な
る
か
心
配
さ

れ
る
が
、
業
者
間
の
競
争
で

低
価
格
に
な
っ
た
と
思
う
。

平
成
20
年
、
第
4
回
臨
時

議
会
は
、
7
月
14
日
に
開
か

れ
、
林
道
災
害
復
旧
工
事
請

負
契
約
の
変
更
と
、
町
道
整

備
工
事
、
農
道
新
設
工
事
の

請
負
契
約
3
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。

■
平
成
19
年
度
（
繰
越
）

林
道
泉
大
植
線
災
害
復
旧

工
事
請
負
契
約
の
変
更

斜
面
崩
壊
な
ど
に
伴
い
４

８
９
３
万
４
２
０
０
円
増
の

総
額
８
５
３
６
万
９
２
０
０

円
と
な
り
、
議
決
を
求
め
る

も
の

契
約
の
相
手
方
　
㈱
西
森
建

設
問
　
片
岡
政
徳
議
員

工
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

崩
壊
の
懸
念
は
な
い
か
。

答
　
仁
淀
地
域
振
興
課
長

絶
対
な
い
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
全
線
を
見
る
と
、
ま

だ
若
干
危
険
な
箇
所
が
あ
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
町
道
椿
山

線
道
路
整
備
工
事
請
負
契

約契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入

札

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成20年11月10日発行 第13号　（18）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命住
所
　
仁
淀
川
町
大
崎
一
二

七
番
地

氏
名
　
黒
川
　
一
義

生
年
月
日
　
昭
和
16
年
10
月

8
日
生

（
同
意
　
全
員
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

住
所
　
仁
淀
川
町
長
者
乙
三

一
六
五
番
十
一

氏
名
　
野
々
宮
　
輝
雄

生
年
月
日
　
昭
和
15
年
12
月

19
日
生

住
所
　
仁
淀
川
町
大
崎
四
七

四
番
十
二

氏
名
　
小
�

淳

生
年
月
日
　
昭
和
12
年
1
月

27
日
生

住
所
　
仁
淀
川
町
竹
ノ
谷
九

三
三
番
七

氏
名
　
渡
邊
　
助
三
郎

生
年
月
日
　
昭
和
8
年
9
月

3
日
生

（
同
意
　
全
員
）

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい②

－第 4 回　臨時会－
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問
　
岡
田
良
成
議
員

町
内
業
者
で
競
争
入
札
と

い
う
が
、
こ
の
請
負
者
は
高

知
市
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
　
副
町
長

主
た
る
営
業
所
を
町
内
に

置
い
て
い
る
業
者
を
町
内
業

者
と
し
て
指
名
し
て
い
る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
20
年
度
農
道
馬
場

線
新
設
工
事
請
負
契
約

契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入

札
契
約
金
額
　
７
１
６
１
万
円

契
約
の
相
手
方
　
㈲
大
谷
組

議
決
に
付
す
べ
き
、
５
０

０
０
万
円
以
上
の
請
負
契
約

で
あ
り
、
入
札
は
7
月
7
日

に
町
内
の
8
業
者
で
行
っ
た
。

（
可
決
　
全
員
）

教育委員会報告
委員会の報告 教育長 大野　敏光

平
成
20
年
4
月
22
日
に
、

5
小
学
校
の
6
年
生
57
人
、

3
中
学
校
の
3
年
生
47
人
が

全
国
学
力
・
学
習
調
査
を
受

け
た
。

調
査
結
果
は
、
小
学
校
の

国
語
・
算
数
で
は
、
高
知
県

平
均
を
8
ポ
イ
ン
ト
程
下
回

る
厳
し
い
結
果
だ
が
、
中
学

校
の
国
語
・
数
学
で
は
、
県

平
均
を
上
回
り
、
全
国
平
均

a
9
月
4
日
午
前
9
時
よ
り

a
出
席
者
　
5
委
員
、
議
長
、

教
育
次
長
、
係
長
、
仁
淀
教

育
事
務
所
長

a
訪
問
先
　
仁
淀
・
吾
川
地

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

域
の
2
中
学
校
、
4
小
学
校

a
目
的
　
耐
震
工
事
ま
た
、

学
校
運
営
に
つ
い
て
訪
問
、

説
明
を
受
け
る
。

耐震工事の視察（大崎小）

別府小　遠足（高知城）

と
同
等
、
ま
た
は
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
、

家
庭
学
習
へ
の
取
り
組
み
や

指
導
の
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

当
町
で
も
学
力
の
向
上
や

地
域
の
状
況
の
変
化
な
ど
抱

え
る
問
題
は
多
く
、
適
切
に

対
処
す
る
た
め
、
文
科
省
の

委
託
事
業
で
池
川
中
校
区
が

指
定
を
受
け
、
学
校
と
地
域

の
連
携
体
制
の
構
築
を
計
れ

る
よ
う
学
力
向
上
サ
ポ
ー
タ

ー
4
人
を
配
置
し
、
池
川
自

然
学
園
と
も
連
携
し
取
り
組

む
。長

者
の
刀
匠
西
森
重
光
氏

か
ら
、
5
月
に
、
日
本
刀
一

振
り
と
製
造
過
程
が
わ
か
る

貴
重
な
資
料
の
寄
贈
を
受
け

た
。一

式
を
中
央
公
民
館
の
資

料
展
示
室
で
公
開
し
、
日
本

文
化
の
保
存
伝
承
活
動
に
つ

な
げ
て
い
く
。

大
崎
小
の
耐
震
補
強
工
事

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化

に
よ
る
空
洞
が
見
つ
か
り
、

21
日
間
の
工
事
延
長
で
9
月

21
日
完
了
見
込
み
。
運
動
場

使
用
、
授
業
に
支
障
は
な
い
。
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編

後
集

記

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
冬

の
足
音
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は

あ
と
二
枚
で
す
。

（
三
鈴
）

年
四
回
の
議
会
だ
よ
り
。

三
か
月
は
す
ぐ
に
き
ま
す
。

編
集
後
記
に
何
を
書
こ
う
か

い
つ
も
悩
み
ま
す
。
（
尾
崎
）

二
束
三
文
の
事
故
米
が
食

用
に
転
用
さ
れ
、
何
倍
も
の

高
値
で
不
正
転
売
。
消
費
者

に
「
食
の
不
安
」。

（
福
原
）

最
近
世
間
は
物
価
高
で
食

の
安
全
、
安
心
が
問
わ
れ
金

融
不
安
、
政
治
不
安
の
連
続
、

国
民
が
迷
走
。

（
野
村
）

中
学
生
は
頼
も
し
く
、
小

学
生
は
可
愛
く
、
数
多
の
応

援
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
合

同
の
運
動
会
。

（
片
岡
）

去
年
７
月
以
降
、
台
風
の

上
陸
が
な
い
。
良
い
こ
と
か

ど
う
か
。
こ
れ
も
異
常
気
象

か
温
暖
化
か
。

（
農
本
）

健
康
福
祉
大
会
で
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
。
池
川
地
域
の

歌
・
舞
へ
の
「
こ
だ
わ
り
」
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。（
西
森
（
常
））

わ
る
昔
な
が
ら
の
七
夕
飾
り
（
延
長
２
０
０

ｍ
）
を
復
活
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
、
出

店
と
共
に
大
変
な
に
ぎ
わ
い
に
酔
い
な
が
ら
、

過
ぎ
行
く
真
夏
の
夜
を
満
喫
し
た
。

今
年
の
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
は
、
12

月
６
日
（
土
）
に
決
定
。
西

暦
に
ち
な
ん
で
２
０
０
８
個

の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
し
、

ど
っ
さ
り
来
て
も
ろ
う
て
、

ど
っ
さ
り
銭
を
落
と
し
て
も
ら
お
う
と
奮
闘

中
！楽

し
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
聞
か
せ
と

う
せ
。

野
々
宮
輝
雄
（
長
者
）

５
年
前
に
15
人
で
結
成
さ
れ
た
「
だ
ん
だ

ん
く
ら
ぶ
」
も
現
在
で
は
72
人
と
な
っ
た
。

６
月
は
「
花
菖
蒲
祭
り
」、
８
月
は
「
七
夕

ま
つ
り
」、
12
月
は
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

今
年
の
「
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
竹
谷
に
伝

日

記

帳

20
年
7
月
2
日

吾
川
郡
議
長
会

（
い
の
町
）

3
日

林
道
大
引
割
線
開

通
記
念
式
典

13
日

町
消
防
大
会（
吾

川
）

14
日

第
4
回
臨
時
議
会

24
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

26
日

県
選
出
国
会
議

員
・
町
村
長
・
議
長

意
見
交
換
会（
高

知
市
）

28
日

国
道
33
・
440
・
494

号
要
望
活
動（
高

松
市
）

8
月
1
日

新
矢
筈
ト
ン
ネ
ル

早
期
実
現
期
成
同

盟
会
総
会（
津
野

町
）

8
日

県
市
町
村
議
会
議

員
研
修
会（
高
知

市
）

16
日

茶
霧
湖
ま
つ
り

19
日

5
町
村
正
副
議
長

勉
強
会（
佐
川
町
）

21
日

郡
議
会
議
員
研
修

会（
仁
淀
）

26
日

全
員
協
議
会

29
日

議
長
研
修
会
・
県

政
意
見
交
換
会

（
高
知
市
）

31
日

消
防
団
防
災
訓
練

（
町
内
3
箇
所
）

9
月
2
日

議
会
運
営
委
員
会

3
日

広
域
議
会

4
日

総
務
教
育
民
生
常

任
委
員
会

国
道
439
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総

会（
高
知
市
）

7
日

敬
老
会（
下
名
野

川
）

9
〜
11
日

第
5
回
定
例
議
会

11
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

14
日

敬
老
会（
森
山
）

15
日

敬
老
会（
森
・
長

者
・
高
瀬
・
大
崎
）

21
日

仁
淀
・
吾
川
中
体

育
祭

28
日

池
川
小
中
運
動

会
・
名
野
川
・
長

者
・
大
崎
各
小
運

動
会

10月12日（日）、星ヶ窪ハイキングには町内外から大勢（約400人）のハイカーが集い、緑のシャワーを一杯浴び、きんま
（ソリ）やげた飛ばしなどに興じた。写真は地元一圓想の和太鼓演奏（長者）
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だ
ん
だ
ん
よ


